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2011 年 ９ 月 ２ ２ 日
ムダにムダを重ねる徳山ダム「導水路」はいらない！
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原告｢意見陳述｣への拍手を咎めることより、拍手を受けるような判決を出して下さい―

／２５（木）住民訴訟・第１１回口頭弁論が開かれる！

頭弁論当日は、「徳山キャンプ」（8／20～21）を中止させた“長雨”も上がり、曇天日です。

集会の冒頭、小林共同代表は「7／23 総会」成功のお礼と、県が検証を進める大村知事の共同

公約「河口堰開門調査」にふれて情勢を報告しました。

次いで、河口堰を水源の「県水」使用の知多半島から、大

府市の山田 忠善さん、半田市の宮崎 武雄さんらが、県が

「導水路」を先取りの「水道料金値上げ」が議会で強行可決、

「事業」中止で“引き下げ”をとの決意表明がありました。

法廷では開廷早々、裁判長が原告の林 秀治さん「意見

陳述書」に記載の“拍手”記述へ、法廷規則を盾に過剰反

ハプニング。しかし、林さんはめげることなく、① 自然環境はこれ以上壊すな、② 税

大切に使うこと、などと力強く意見陳述（Ｐ2～3 収録）しました。

水・維持流量でも ① 必要性が認められない ② 基礎事実の裏付けがない

の主張は二本立て “設楽ダム一審判決がいう｢原告主張｣と｢一日校長事件｣

人余が参加の「報告集会」では、原告側「第 8・9 準備書面」（同封）をテキストに在間弁

長より、本件裁判の違法性判断の枠組みについてミニ解説（要旨は下記）がありました。

判所は、第 8 準備書面１(3)(ｲ)について、原因行為についての具体的

実関係を適示して主張するよう求めています。

著しく合理性を欠いている”は直観的な判断ではなく、判断基準を

たのが第 8 準備書面 2「小田急高架化事件最一判」です。これは、設

ム一審では議論しておらず、控訴理由書から展開しました。導水路

訴理由を受けて主張しており、一審判決の論理だけでは破られないようになっています。

４ ８／25「導水路」裁判・第１１回口頭弁論が開かれる！（＆原告陳述書、「主張」など）

「導水路」裁判の屋台骨を支える原告弁護団メンバー４氏のご紹介（上）

８ 投稿 ＊河口堰開門への動き―愛知県「長良川河口堰検証」― ････近藤ゆり子氏

＊現場を見る学習会「長良川河口堰開門は可能か？」 ････武藤 仁 氏

11 マスコミ情報（「水」問題に関する新聞記事スクラップ）

「イベント参加・裁判傍聴など 皆さまへお願い

―次回（第 12回）口頭弁論のお知らせー

月 19 日(水)11 時～名古屋地裁・１号法廷（開廷 30 分前から裁判所前で「事前集会」）

原告・山田 忠善さんの意見陳述、準備書面のやりとりなど→閉廷後「報告集会」
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平成 21年（行ウ）第 49号公金支出差止請求事件

原告 小林 収 他 91名

被告 愛知県知事 他 1名

意見陳述書

名古屋地方裁判所民事 9部 御中

平成 23年 8月 25日

原告 林 秀治

私はアジア太平洋戦争終結の 2年前、1943年に名古屋城を背後に仰ぐ商人街で生まれました。

所謂プレ団塊世代です。借家の生家は空襲で焼かれ、幼少期は駅西のドヤ街で育ち、40年ほど前に春

日井市に移り住みました。

私たちの世代、団塊世代も含めて昭和前半生まれは、民主主義制度のもとに戦後復興を成し遂げ、

科学技術や経済を発展させ、物質的には大変豊かな国を築いてきました。私たちの世代には常に目標

があり、努力と英知で次々と成果を出してきました。その意味で幸せな時代を生きてきたと思います。

しかし還暦を過ぎ、50年近くの勤労者生活から年金生活に移り過去を振り返ってみますと、確かに

私たちの世代は社会を大きく発展させてきましたが、同時に歪みという大きな過ちを犯してきました。

私はあと 10 年も生きられないでしょうから、自分さえよければと思えば何も気にすることはあり

ませんが、そうはいきません。私にも子どもがいますし、孫もできました。やはり過ちを正さなけれ

ばいけない。過ちは二度と繰り返してはいけない。そんな思いから私は本件の原告の一人となりまし

た。

折しも 3・11東日本大震災は社会の歪みを露呈しました。地震や津波は自然現象ですから、その発

生を防ぐことはできず、歴史から学び、対策を立てることによって被災はある程度抑えることしかで

きません。しかし原子力発電所は人間が作った施設であります。従って地震に起因する事故であって

もそこから発生するあらゆる事態や影響は、すべて人間のせいです。原発の安全神話は崩壊した、と

いわれますが神話とは作り話であり、ウソの塊でそれがバレてしまった。これはまさに事件と言わね

ばなりません。

原発の跡始末には数万年の歳月と膨大な費用を、命を危険にさらしながら子々孫々に負担させるこ

とになります。自分のやったことは自分で責任を取るべきなのに、子孫に責任を押し付けるなどとは

とんでもないことです。

さて、分野は異なりますが本件「木曽川水系連絡導水路事業」（正しくは「徳山ダム排水路」と言う

べき）についても同様な問題があります。それは環境破壊と税金の使い方の問題です。

まず、前回まで十余名の本件原告が、夫々の立場から多面的に一市民・一納税者としての思いを訴

えてきました。みな心底からの血の叫びです。
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本件は民事訴訟ですので原告の言い分を聞くのは当然とはいえ、私のような無学で法律に疎い者でも

意見表明の機会を与えて下さったことを感謝しつつ、原告だから仕方が無い。とりあえず「聞き置く

か」で済ませないで頂きたい。

まず自然環境はこれ以上壊さないでほしい。壊した自然環境は元に戻してもらいたい。自然環境は

先祖から譲り受けたものですが、子孫からの預かりものでもあります。私の若い頃の趣味は沢登りで、

木曽川の源流の沢は殆どのぼりました。仕事に忙殺され体力も衰えたため、壮年になって渓流釣りを

始め、久しぶりに深山霊谷に踏み入ると驚いた。あちこちにダムや砂防堰堤が造られているではあり

ませんか。これでは渓流魚の生息域は寸断され、絶滅してしまいます。

昔沢登り中ワラジをかすめた魚はどこへ行ったのか。このことは里川でもいえます「うさぎ追いし

かの山 こぶな釣りしかの川.・・」。いまその小川は 3 面コンクリート張りとなって、小鮒どころか

ミジンコすら生きられない状態。

この例えは本件にもあてはまります。ある川の自然流をダムで堰き止め、他の川へ流し込む。まさ

に自然を冒涜するもので、こんな施設は子孫に渡せません。川には夫々の特性を持った植生があり、

動物の生態系があります。それらを無視した施設は自然破壊装置そのものです。

次に税金は大切に使ってほしい。借金は増やさず、減らす努力をすべきです。本件事業で 890億円

の費用が見積もられていますが、小さく産んで大きく育てる公共事業。実施されればこれの 2 倍・3

倍になることは素人でも想像できます。

どこにそんなお金がありますか？この事業が本当に必要ならば借金も仕方がないでしょう。しかし

水余りの上に自然環境を破壊する装置に税金をつぎ込むことは許されません。

私の住む春日井市の上水道は、かって自然流や井戸水を利用していましたが、今は殆ど県水に切り

替えられ、以前は冬暖かく、夏は冷たい水が年中生ぬるくまずい水になり、県水の値上げと連動する

かのごとく水道料金は値上げされてきました。そしてまた値上げ計画が浮上しております。水道施設

の耐震化費用が主な目的としていますが、本件の県費負担による県水値上げ想定額と奇妙に合致しま

す。こうして必要のない公共事業のために、その負担は住民に押し付けられます。

行政訴訟にたいして裁判所は、その手続は法的に問題ないとか、行政権力の裁量の内だ、というと

いう判決を時々されますが、本件についてはその前に、例えば地方自治法の第 1条、或いは第 2条 14

項を先ず念頭に置いて頂きたい。

いくら理屈をつけようと、その条項に合わないことは違法なのです。素人が法律の主旨に照らして

どうこう言うのは、釈迦に説法で大変失礼ですが、私のウップン晴らしとしてひと言いわして貰いま

した。

本件は、住基ネット違憲や原発差し止め判決を下された井戸謙一さんに学び、市民・住民の思いを

十分にくみとった子孫に誇れる判決をされることを切望し、私の意見とさせていただきます。意見表

明をさせて頂き、ありがとうございました。付言ですが原告の意見陳述後の拍手を咎めることより、

拍手を受けるような判決を出されることを切に望みます。
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主張 設楽ダム一審判決を乗り越えるために･･･違法判断の在り方をめぐって

（文 責：共同代表 小 林 収 ）

１．は じ め に

８月２５日の第１１回口頭弁論において、裁判長から原告弁護団に対して、住民訴訟における違法

判断の在り方について論点を整理して準備書面を出すように要請がありました。弁護団はすでに準備

に入っていますが、弁護団と原告団との認識を共有したいと思い、原告としてまとめてみました。

２．違法判断の在り方についての被告の主張

この問題についての被告の主張は、設楽ダム裁判でも導水路裁判でも全く同じで、次のとおりです。

― 本件のように、財務会計行為（支出）の違法の理由が財務会計行為自体になく、財務会計行為の

原因となる先行行為（註：設楽ダム裁判でも導水路裁判でも基本計画、事業実施計画とその根拠とな

るフルプランや河川整備計画）にあるばあいにあっては、支出の違法性は、原因となる先行行為の違

法性を承継したものである。本件のように、原因となる先行行為が行政計画であるばあいには、行政

に大きな裁量権が与えられているので、計画が法の手続きに則って策定されていればよく、著しく合

理性を欠いているという高度の違法性がなければ問題はない。よって、本件支出には違法性はない。

３．設楽ダム一審判決が示した判断

この点につき、設楽ダム一審判決は、次のように判断しました。

「本件においては、設楽ダムの建設費に係る愛知県の負担金について被告（中略）が行う支出が財務

会計法規上違法と評価されるか否かが問題となるものであり、この点を判断するに当たって、設楽ダ

ム基本計画が著しく合理性を欠き、そのためにこれに予算執行の適正確保の見地から看過し得ない瑕

疵が存するか否かを検討する必要がある。」

これは一見、上述の被告の主張と似ていますが、支出の違法が問題となるのであって、その判断の

ために原因となる先行行為（設楽ダム基本計画）に瑕疵があるかを検討すると言っており、原因とな

る先行行為の違法が承継されるとしてない点で決定的に異なります。この裁判所の判断は、明らかに

「一日校長事件」の判例を意識したものです。そして、被告の支出自体の違法が問われるとすれば、

原因となる先行行為の瑕疵の有無の判断も、論理上当然に、被告の支出行為時の事実によることにな

ります。

４．河川管理者の裁量権の範囲について

しかし、設楽ダム一審判決は、設楽ダム建設の諸目的について、「著しく合理性を欠いていて予算

執行の適正確保の見地から看過し得ない瑕疵が存するか否かを検討」した結果、河川管理者の裁量権

を認めて、「設楽ダム基本計画が著しく合理性を欠」くとは言えないと、結論づけてしまいました。

そこで、原告弁護団は、導水路裁判においては、「小田急高架化事件」の判例を根拠に、行政裁量

権行使における違法性の判断基準として、①重要な基礎とすべき事実が欠けていたり、②事実に対す

る評価が明らかに合理性を欠いていたり、③本来考慮すべき事情が考慮されなかったときは、社会通

念上著しく妥当性を欠くことになり、裁量権を逸脱したことになると主張しています。

原告として主張してきた、利水計画の需要想定の実績事実との大幅な乖離や、成戸地点での５０ｍ

3／ｓ必要とされる河川維持流量の根拠の無さは、まさに上の①に該当するものです。

５．支出差止住民訴訟の意義

もう一点、本件訴訟は、損害賠償請求を求めるものではなく、支出の差止を求める裁判であること

を確認しておきたいと思います。知事や企業庁長に支出に先立って必要な調査をすることを求めるの

ではなく、原告の側で口頭弁論終結時までに、判断の基礎となるべき事実を積み上げ、積み上げられ

た事実に基づけば、「県民に損害を与えるムダがあるから、支出を止めよ」という判断を裁判所に迫

る闘いです。
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「導水路」住民訴訟・裁判の屋台骨を支える
原告弁護団メンバー４氏のご紹介（上）

大変お待たせしました！

本件裁判について、文字通り“手弁当”で法廷闘争を担っていただく４人の弁護士さんの横顔などを

ご順不同でご紹介したく、各弁護士さんにあて下記の設問項目を送付、回答をいただきました。

＜事 務 局 か ら の 設 問 項 目＞

① ････ お名前（ふりがな）と所属事務所

② ････出身地はどちらですか？

③ ････弁護士になられて何年ですか？（なぜ、このお仕事を選ばれたのですか？）

④ ････導水路裁判に関わるきっかけは？（この裁判を担当されての感想などありましたら）

⑤ ････趣味などご自由にお書き下さい。

① 在間 正史 弁護士 (ざいま まさし)

在間伊藤法律事務所

② 三重県津市の生まれです。直ぐに海岸で、砂質干潟が広がっています。

③ 1976年ですから、もう35年になります。（1970年代前半は公害が大問題

であり、公害問題を扱う弁護士になろうと思ったからです。司法修習生時

代の長良川河口堰との出会いが、川と環境をテーマとすることを決定づけ

ました。

④ 長良川河口堰、長良川安八決壊、徳山ダムと続いてきた木曽川水系の水問

題に残された最後の問題だからです。（もう、私も長くないので、若い人

たちに30年で培ったものを承継したいと思っています。）

⑤ 今は遅くなりましたが、走ることです。最高記録2時間37分 20秒と別大

マラソン 39歳～50歳 12 年連続出場が誇りです。後は、環境問題の現場

とデータの問題点を読み取って資料整理をすることでしょうか。

① 濵嶌 将周 弁護士（はまじま まさちか）

名古屋南部法律事務所

② 名古屋市（実家は西区浅間町交差点近くのガソリンスタンドです。お近く

にお寄りの際は是非ご利用下さい（笑）。）

③ ７年が経とうとしています。

小さな頃から漠然としたあこがれはありましたが、学生時代、日本全国

を旅するアウトドアサークルに所属し、各地の環境事件の現場を目にし、

そこで先頭に立つ弁護士とお会いしたことで、思いを強くしました。

④ 設楽ダム弁護団に加わり、在間学校に入学したためです。

被告には、もう少しまともに、原告の問いに応えてほしいと思います。

⑤ 男の子ばかり３人（内２人は双子）の父親です。にぎやかすぎる毎日です。
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河口堰開門への動き－愛知県「長良川河口堰検証」－
徳山ダムの建設中止を求める会

事務局長 近藤ゆり子

６月、愛知県は有識者による「長良川河口堰検証」プ

ロジェクトチーム（ＰＴ，委員５名）を発足させ、長良

川河口堰に対して賛否さまざまな立場の方々から公開

ヒアリングという形で意見を聞いた（公開ヒアリングは

４回、陳述者１１名）。

初回の公開ヒアリングで意見を述べた富樫幸一・岐阜

大教授の「木曽川水系は水余り」とする資料に対して、

国交省中部地整が「事実誤認」と噛みつくなど、国・水

機構も巻き込んで議論が盛り上がっている。

７月にはＰＴの下に専門委員会（委員８名）が設けら

れ、科学的な面から開門に関してハードな日程で議論を

重ねてきた。９月１２日の第８回専門委員会では「開門

調査」に踏み込んだ報告書の原案が審議された。９月２

１日に文案を確定し、１ヶ月間パブリックコメントにか

けられる。

このＰＴや専門委員会委員及び公開ヒアリング陳述

者、専門委員会でのリソースパーソンには、これまで「愛

知の会」総会や長良川市民学習会で講師を務められた方

も多々おられる。また毎回傍聴者発言の機会もあった。

これまで「河口堰反対派の集会」と括られた場面でし

か聞かれなかった発言が、公開の場で語られることに一

種の感動を覚える。

この展開は１年前には予想できなかった。昨年秋、名

古屋で開催される生物多様性ＣＯＰ１０に向けて、全国

の、そしてこの地域の環境市民団体が動いた。当会も「市

民による『豊かな海づくり』実行委員会」に参加し、Ｃ

ＯＰ１０会場内外で長良川河口堰の開門を訴えた。

そしてこのＣＯＰ１０の市民的盛り上がりがあって、

今年２月の”トリプル選挙”の共同公約に３つの環境問

題が上がった。

長良川河口堰開門調査、導水路見直し、設楽

ダム見直し。この「河口堰検証」は共同公約実

現にむけた第一歩だ。

徳山ダムに係る連絡導水路（木曽川水系連絡

導水路）は、２００７年に突然に発表された「上

流分割案」で長良川河口堰の問題と具体的に結

び付いた。偶然ではない。

長良川河口堰・徳山ダム・導水路は、「三位

一体」で構想されてきた。
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長良川に徳山ダムの水を流すという徳山ダムに係る導水路上流分割案は、実は長良川河口堰を

現在より酷い形で「有効利用」したいとする河口堰中流部（河口から２５km 付近）取水への愛知

県・名古屋市の長年の願望が下敷きにある。

そして導水路計画は「木曽川水系の水資源開発は正しかった」「全ての水資源施設が必要だ」

という強弁の上に成り立っている。つまり長良川河口堰の開門は、長良川の河川環境を改善する

（復活に向けて踏み出す）だけでなく、導水路計画を中止に追い込む重要なステップになる。

それだけに「長良川河口堰は必要な施設だ」としてきた側からの「開門などさせない」とする

逆風もすでに始まっている。

愛知県の「長良川河口堰検証」プロジェクトチームが明確に「開門調査」を打ち出したとして

も、実際に開門に至るには幾つものハードルが待ち受けている。それを乗り越えるのは「河口堰

のゲートを上げよ！」「誤った『公共事業』は誤りと認めよ」という一人一人の市民の粘り強い

声と動きであろう。
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現場を見る学習会「長良川河口堰開門は可能か？」

長良川市民学習会・事務局長 武藤 仁

愛知県で長良川河口堰の検証が進む中、「導水路はいらない！愛知

の会」と「長良川市民学習会」は共催で「長良川河口堰開門は可能か？」

と題して９月５日に現場を見る学習会（バスツアー）を開催しました。

当日は、紀伊半島地域に大きな災害をもたらした台風の直後で長良川

の水量も多く、河口堰のゲートは全開でした。

今回の学習会の目的は、河口堰を開門した場合、利水（農水、工水、

上水）で困ることが起こるのか現場を見て考えることでした。

農業用水では、遡上する塩水による高須輪中の長良川用水の塩害問

題です。勝賀取水口を見学し、車窓から堤防にそって作られた承水路

や立派に整備された農地の状況を見ながら在間弁護士の解説で塩害

発生論の非科学性を確認しあいました。

工業用水については、木曽川大堰・木曽川総合用水管理事務所の見

学と岐阜大学の富樫先生の解説で木曽川の水で十分間に合っている。

それどころか使う当てがない工水がたくさんあることを学びました。

そのあと北伊勢工水の長良川第一取水口と東名阪自動車道鉄橋にそって架けられた大口径の工水水管橋

を見て回り、長良川の水を工業用水に使う必要は全くないことを再認識しました。

水道用水では知多半島に導水する長良川導水を取水口から見学しました。この導水ルートは名古屋港

の海底トンネルを通って知多半島にわたります。私たちは伊勢湾岸道路で名古屋港を渡り、導水管が知

多半島で地上に現れる現場を宮崎さん（知多地方において河口堰反対で活躍）の案内で見学しました。「長

良川の水がこんな風にして知多半島に来るのか！」参加者一同驚きの声。

最後の見学地は知多浄水場でした。浄水場は丘の上にあり、愛知用水の貯水池である佐布里池のすぐ

そばでした。場内見学は職員の「厳しい管理」下での案内で進められました。この浄水場では管理棟を

境にして上水と工業用水の浄水が行われています。

河口堰が完成して上水の水源が木曽川から長良川に変えられてから給水住民から「まずくなった」と

いう声が大きくなり、この浄水場には活性炭を投入する大きな施設が建設されました。しかし、おかし

なことに県当局もこの現場職員らも「まずい水の発生」を認めようとせず、活性炭投入は「末端給水の

残留塩素低下防止」のためと力んで説明しています。ところが私たちに配布してくれた小学生向け見学

案内には、

「活性
かっせい

炭
たん

接触
せっしょく

池
ち

：川
かわ

から取
と

り入
い

れた水
みず

ににおいがあるときに活性
かっせい

炭
たん

を入
い

れてまぜる池
いけ

です。」

と記述されている。？？？？？子供には嘘をつけないようです。なお、この浄水場の工水の水源は佐

布里池（愛知用水）の水です。

河口堰開門で直ちに影響を受けるのは知多半島への上水道の導水です。しかし、水源を木曽川大堰の

水に戻すことは物理的に何も問題はありません。水利権についても、愛知県が使う当てのない工業用水

の水利権を転用する決断で問題は解決します。

現場見学を終えて、改めて堰開門は可能であることを実感しました。ゲート閉鎖から１６年。長良川

の環境悪化は深刻です。愛知・名古屋はＣＯＰ１０・愛知ターゲットの精神で、速やかに河口堰の試験

開門を主張すべきです。

2011.9/5 木曽川大堰にて

投稿

http://tokuyamad.exblog.jp/16527847/


（第3軽郵便物認可）

河口堰ぜひ開門して
敬老根仕分け市民の意見大事にする

長良川河口堰導水路

謂蕃操業最適な解求める
9／14章中日新聞・朝刊

長良川河口堰

9／13・中日新聞“朝刊

9／10暮中日新聞“朝刊

長良川河口堰建設費の

※億円以下は四捨五入

－　9　－

漢報告書の骨子

〔河口堰の検証】
・河口堰では、計画の約16％しか水

を使っておらず「水余り」となっ
ている

・河口堰の完成後、生物の生息環境

に悪影響があった
【開門の効果〕
・ヤマトシジミの生息域が河口堰周

辺で広がる
・サツキマスが培えることが期待で

きる
〔開門調査に向けて】
・開門調査の期間は少なくとも5年

以上
・愛知県が持つ岩屋ダムの水が河口

堰の代替水源になりうる
・国や関係自治体、漁業関係著など

を入れた協議機関の設置を睦言

崇謡ま窒室
のにだ指の
取よ、摘潜
水つ岐し固
ロて卓7こを
が渇に　oと
Iri水つ　　る
の暗い　　必
水にて　　要
位農は　　が
ま業、　あ

事　　あめり
が関る、高
洞門と対iく
村詞指策な
た室蘭をる
かはし検可
し、た討能
名大　○す僅
古村　　るが
屋秀　必あ
市茸　要る
長知　　がた

巨三三三二重垂直三回二］

河
村
た
か
し
名
古
屋
市

長
は
十
二
日
の
定
例
会
見

で
、
県
が
関
門
調
査
の
是

非
を
検
討
し
て
い
る
長
良

川
河
口
堰
を
「
環
撞
問
題

の
シ
ン
ボ
ル
。
ぜ
ひ
開
門

し
て
ほ
し
い
」
と
述
べ

た
。
主
な
一
問
一
答
は
次

の
通
り
。
（
北
島
忠
輔
）

I
県
で
長
良
川
河
口
堰

の
開
門
調
査
の
専
門
委
員

会
を
や
っ
て
い
る
。
市
長

の
見
解
は
。

国
会
議
員
の
こ
ろ
か
ら

「
河
口
堰
は
要
ら
な
い
」

と
言
っ
て
き
た
。
ぜ
ひ
開

門
し
て
ほ
し
い
。
塩
害
と

言
う
が
、
信
じ
ら
れ
ま
せ

んね。－
国
や
三
重
県
は
積
極

的
で
は
な
い
よ
う
だ
が
、

と
う
調
整
す
る
の
か
。

お
願
い
に
行
く
で
す
わ

ね
。
民
主
党
政
権
の
中
に

は
「
河
口
堰
は
要
ら
な

い
」
と
言
っ
て
い
た
人
も

い
た
。
貫
い
て
も
ら
い
た

い
。
農
業
用
水
と
し
て
実

際
に
ど
れ
だ
け
使
わ
れ
て

い
る
か
を
考
え
な
い
が

ん。
－
新
た
な
霊
莱
評
価
と

し
て
実
施
す
る
事
業
仕
分

市
民
の
意
見
と
し
て
大

事
に
し
な
い
か
ん
。
「
拡

充
し
ろ
」
と
か
「
タ
ク
シ

ー
チ
ケ
ッ
ト
も
く
れ
」
と

い
う
意
見
が
出
る
か
も
し

れ
な
い
。
敬
老
パ
ス
の
実

施
に
伴
う
百
三
十
億
円
の

負
担
金
は
「
交
通
局
へ
の

福
助
金
に
な
っ
て
い
な
い

か
」
と
い
う
意
見
も
あ

る。
－
職
場
へ
の
不
満
を
把

こ
と
で
、
津
波
避
難
ピ
ル
一

の
指
定
や
G
P
S
波
浪
計

の
設
置
な
ど
の
対
策
を
一

生
懸
命
や
る
。
職
員
の
発

案
で
始
ま
っ
た
岩
手
県
陸

前
高
田
市
へ
の
支
援
は
感

謝
さ
れ
て
い
る
。
自
治
体

同
士
が
応
援
し
合
う
仕
組

み
が
広
が
れ
ば
い
い
。
国

の
支
援
が
遅
い
こ
と
は
課

題だ。－
市
議
会
の
解
散
請
求

離
呂
経
産
堅
気
を
つ
け
て
話
さ
ん
と

醒
国
語
国
国
国

げ
の
意
義
と
目
的
は
。

無
作
為
抽
出
の
市
民
の

皆
さ
ん
が
ど
う
い
う
気
持

ち
で
判
定
さ
れ
る
か
、
虚

心
坦
懐
（
た
ん
か
い
）
に

聞
い
て
み
た
い
。
千
六
百

事
業
を
全
部
や
っ
て
も
い

い
が
、
晴
間
と
予
算
の
制

約
も
あ
る
。

－
敬
老
パ
ス
の
維
持
を

公
約
に
掲
げ
て
い
た
が
、

市
民
の
判
定
と
食
い
違

っ
た
と
き
は
ど
う
す
る

か。

握
す
る
た
め
に
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
す
る
と
言
っ
て

い
た
が
、
具
体
策
は
。

幹
部
会
で
指
示
し
た
。

二
万
六
千
人
の
全
職
員
に

ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
る
。
わ

し
に
対
す
る
批
判
で
も
い

い
。
不
利
益
に
な
ら
な
い

よ
う
な
仕
組
み
を
考
え

る。
I
東
日
本
大
震
災
か
ら

半
年
が
過
ぎ
た
。

名
古
屋
で
は
一
人
も
犠

牲
者
を
出
さ
な
い
と
い
う

（
リ
コ
ー
ル
）
の
署
名
簿

流
出
の
調
査
は
。

二
人
の
請
求
代
表
者
を

中
心
に
や
っ
て
い
る
。

－
鉢
呂
吉
雄
さ
ん
が
発

言
の
責
任
を
取
っ
て
経
済

産
業
相
を
辞
任
し
た
が
。

訳
わ
か
ら
ん
話
。
鉢
呂

さ
ん
は
反
原
発
だ
っ
た

気
が
ず
る
け
と
。
気
を
つ

け
て
話
さ
な
い
と
い
か
ん

で
す
わ
ね
。
被
災
者
の
皆

さ
ん
も
大
変
で
す
か
ら

ね。

県
負
担
分
具
体
的
計
画
は
未
定

長
良
川
習
躍
（
三
葉
菜
名
高
）
で
島
天
の
水
利
権
を
誓
県
が
工
業
用
水
を
取
水
す
る

導
水
路
を
建
設
し
た
場
合
、
数
百
億
円
親
槙
を
見
込
ん
で
い
る
こ
と
が
県
へ
の
取
材
で
分
か
っ

た
。
県
が
現
在
使
用
し
て
い
る
の
は
水
道
水
の
一
部
な
ど
水
利
権
全
体
の
わ
ず
か
2
5
％
で
、
工

業
用
は
ゼ
ロ
。
河
口
堰
を
フ
ル
活
用
す
る
た
め
に
は
巨
額
な
財
政
負
担
が
新
た
に
必
要
で
、
行

政
を
監
視
す
る
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
は
「
先
に
建
設
あ
り
き
で
、
止
ま
ら
な
い
公
共
事
業
の
典
型

だ
」
と
批
判
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
島
崎
諭
生
）

純
陸
謄

ー
長
良
川
河
口
堰
（
せ

き
）
の
開
門
調
査
を
検
証

す
る
専
門
委
員
会
が

「
五
年
以
上
の
開
門
」
を

求
め
る
報
告
審
案
を
固
め

た。
私
は
開
門
調
査
を
公
約

に
掲
ば
だ
が
、
一
人
で
力

ん
で
も
開
け
る
わ
け
に
は

い
か
な
い
。
長
い
経
過
が

あ
り
、
関
係
者
が
た
く
さ

ん
い
る
。
一
つ
一
つ
ハ
ー

ド
ル
を
越
え
な
い
と
い
け

な
い
。
利
水
、
治
水
、
塩

害
な
ど
の
主
張
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
正
し
い
。
た

だ
、
そ
の
中
で
時
代
に
一

番
合
っ
た
最
適
な
解
は
何

な
ん
だ
と
。
連
立
方
程
式

が
十
も
二
十
も
あ
っ
て

も
、
最
適
な
解
が
あ
る
は

ず
。
現
状
の
ま
ま
で
固
定

を
し
て
一
切
検
証
し
な
い

の
が
、
最
適
の
解
と
は
思

わ
な
い
。

本
体
千
五
百
億
円
、
金

利
を
入
れ
た
ら
千
八
百
億

円
の
事
業
を
、
一
番
負
担

し
て
い
る
の
は
愛
知
県

民
。
名
古
屋
市
と
合
わ
せ

れ
ば
九
百
億
円
と
、
事
業

費
の
半
分
だ
。
よ
り
よ
い

運
用
の
た
め
、
環
撹
面
も

利
水
、
治
水
で
も
検
証

し
、
塩
害
の
障
害
が
な
い

よ
う
に
す
る
最
適
の
解
が

あ
る
は
ず
。
そ
れ
に
向
け

て
、
ま
ず
は
キ
ッ
ク
オ
フ

し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
段

階
。
い
ろ
ん
な
論
点
で
つ

ぶ
さ
に
検
証
し
て
い
き
た

ヽ

1

　

0

7
i
Y

オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
が
批
判

県
が
保
有
す
る
水
利
権

は
毎
秒
二
・
二
五
ト
ン
。

こ
の
う
ち
、
実
際
に
使
わ

れ
て
い
る
の
は
知
多
半
島

向
け
の
水
道
水
と
し
て
同

二
・
八
六
ト
ン
だ
け
。
こ
の

水
道
水
を
供
給
す
る
長
良

導
水
（
四
・
八
㌔
）
の
建

設
に
は
二
百
七
億
円
か
か

った。

県
に
よ
る
と
、
同
二
・

九
三
少
を
確
保
し
て
い
る

工
業
用
の
導
水
路
を
新
た

に
建
設
し
た
場
合
、
同
程

度
の
費
用
が
必
要
と
い

う。
県
は
今
の
と
こ
ろ
、
工

業
用
導
水
路
の
具
体
的
な

建
設
計
画
は
立
て
て
い
な

い
。
水
を
大
賞
に
使
う
繊

維
産
業
の
衰
退
や
企
業
の

節
水
対
策
で
、
水
需
要
が

河
口
堰
建
設
時
の
予
測
を

大
き
く
下
回
っ
て
い
る
た

め
で
、
既
存
の
工
業
用
水

で
す
ら
水
余
り
の
状
態
が

続
い
て
い
る
。
ほ
と
ん
ど

水
を
使
わ
な
い
堰
に
多
額

の
税
金
を
使
う
こ
と
に
今

後
、
県
民
の
批
判
が
高
ま

る
の
は
必
至
だ
。

河
口
堰
の
県
の
建
設
費

負
担
は
三
県
一
市
の
中
で

最
も
多
い
三
百
八
十
三
億

円
。
利
息
分
を
含
め
る
と

二
〇
一
七
年
度
ま
で
に
計

七
百
八
十
二
億
円
を
払
い

続
け
る
計
算
で
、
こ
れ
と

は
別
に
堰
の
維
持
管
理
分

と
し
て
年
間
三
億
円
を
負

担
し
て
い
る
。
県
は
「
将

来
を
見
越
し
、
渇
水
時
で

も
安
定
し
た
水
源
を
確
保

す
る
」
と
必
要
性
を
主
醇

する。河
口
堰
を
め
ぐ
っ
て
ば

県
が
設
撞
し
た
有
識
者
会

議
が
開
門
謁
歪
の
是
非
を

協
議
中
で
、
．
こ
の
車
で
も

水
需
要
の
過
大
予
測
が
問

題
に
さ
れ
て
い
た
。
全
国

市
民
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
連
絡

会
議
事
務
局
長
の
新
海
聡

弁
護
士
は
「
建
設
に
合
理

性
が
な
く
、
目
的
を
後
付

け
に
し
て
負
担
が
増
え
て

い
く
。
税
金
の
無
駄
遣
い

を
監
視
す
る
立
場
か
ら

も
、
検
証
し
な
く
て
は
い

名
古
屋
市
は
醐
億
円
1
7
農
ま
で

長
良
川
河
口
堰
で
は
、

名
古
屋
市
も
水
道
利
用
を

目
的
に
毎
秒
二
手
の
水
利

っ
て
い
な
い
。
使
用
晴
に

は
県
と
同
様
に
、
新
た
に

導
水
路
の
建
設
が
必
要

に
な
る
。
河
口
堰
建
設
費

長
良
川
河
口
堰
　
河
口
か
ら
5
・
4
㌔
地
点
の
三
重
県
桑

名
市
に
水
資
源
開
発
公
団
（
現
・
水
資
源
機
構
）
が
1
4
9

3
億
円
か
け
て
建
設
。
1
9
9
5
年
7
月
6
日
に
全
ゲ
ー
ト

を
閉
め
、
本
格
運
用
を
始
め
た
。
治
水
と
塩
害
防
止
、
利
水

が
目
的
。
愛
知
、
三
重
両
県
と
名
古
屋
市
で
毎
秒
2
2
・
5
手

の
水
利
権
を
確
保
し
た
が
、
建
設
か
ら
的
年
を
経
て
も
、
使

用
率
は
全
体
で
1
6
％
し
が
な
い
。
維
持
管
理
費
に
は
年
間
1
0

億
円
か
か
る
。

と
し
て
は
、
二
〇
一
七
年

度
ま
で
に
利
息
分
を
含

め
て
百
五
十
四
億
円
を

負
曹
維
持
管
理
費
と
し

て
も
別
に
、
毎
年
五
千
万

円
を
支
払
っ
て
い
る
。
市

の
担
当
者
は
「
十
年
に
一

度
と
い
う
レ
ベ
ル
の
渇
水

時
に
も
、
安
定
的
に
供
給

す
る
た
め
に
参
画
し
て

い
る
」
と
説
明
し
て
い

る。

岐
阜
・
三
重
の
影
響
言
及

愛
知
県
P
T
委
報
告
書
ま
と
め
る

長
良
川
幣
馨
の
開
門
調
査
に
向
け
た
愛
知
県
の
検
証
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
（
P
T
）
の
下
部
組
織
に
あ
た
る
専
門
委
員

会
は
2
1
日
、
報
告
書
を
ま
と
め
た
。
長
期
間
の
開
門
を
は
っ
き

り
と
求
め
る
内
容
で
、
報
告
萱
を
も
と
に
し
て
国
や
肢
卓
、
三

重
両
県
な
ど
も
巻
き
込
ん
だ
議
論
を
進
め
た
い
考
え
だ
。

報
告
書
で
は
、
調
査
期
間
を

「
少
な
く
と
も
5
年
以
上
」
と

し
、
国
や
漁
業
関
係
著
な
ど
を

入
れ
た
協
議
機
関
の
設
置
を
提

言
す
る
な
ど
調
査
実
現
に
向
財

た
道
筋
を
示
し
た
。
専
門
委
は

週
内
に
も
県
民
か
ら
の
意
見
を

募
っ
て
報
告
菅
を
完
成
さ
せ
、

P
T
に
渡
す
。
今
後
は
、
岐

阜
、
三
重
に
対
し
て
、
今
回
の

報
告
書
の
説
明
会
を
開
く
こ
と

も
検
討
す
る
。

報
告
書
で
は
、
岐
阜
や
三
重

と
調
整
す
る
に
あ
た
っ
て
の
課

題
に
も
言
及
し
た
。
三
重
で
は

一
部
地
域
の
工
業
用
水
を
長
良

川
の
み
か
ら
取
水
し
て
い
る
た

め
、
開
門
に
よ
っ
て
堰
上
流
の

取
水
口
に
塩
水
が
入
り
込
む

「
塩
害
」
が
起
き
る
こ
と
を
想

定
し
、
別
の
川
か
ら
取
水
す
る

と
と
も
に
薗
げ
だ
選
挙
公
約
。

実
現
に
は
国
や
股
卓
二
二
重
の

同
意
が
必
要
だ
が
、
そ
の
め
ど

は
立
っ
て
い
な
い
。

大
村
知
事
は
2
1
日
、
「
運
用

開
始
か
ら
1
6
年
が
た
っ
た
が
、

何
の
検
証
も
せ
ず
、
現
状
の
ま

ま
に
す
る
こ
と
が
最
適
と
は
思

え
な
い
。
塩
著
、
環
接
面
と
様

々
な
論
点
が
出
て
い
る
な
か
、

意
見
を
聞
き
な
が
ら
答
え
を
探

っ
て
い
き
た
い
」
と
話
し
た
。

（
佐
藤
恵
子
）
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河口堰報告書

岐阜・三重県、名古屋市、国、
水資源機構、利害関係者と協議

国蓄閣園田燐賄雷韓国四冨田

堰の直上流にある長良導水、申勢水
道、北伊勢工業用水は、岩屋ダムの余

剰水や他の用水からの転用で、ある程

度可
塩水がどこまで遡上するかは不明だ
が、既に侵入が阻止されているところ
もある

開門の予鯖調査と本調査を一本化し、

少なくとも5年以上行う。2012年度の

計画検討が望ましい。毎秒800㌧以上
の出水時からゲートを全開し、堰の上
流部で塩分濃度が基準を超えたら、閉

鎖などの操作を行う

開門後には、堰付近の水質や川底の土

壌を調べ、シジミやアユ、サツキマ
ス、水軍などを観察する

河川管理者や施設管理者、関係自治
体、漁業関係者、県民・市民が参加す
る「長良川河口堰開門調査協議機関」
（仮称）を設置。下部組織として専門

委員会も設ける

，ら恵塗藍篭 �������ー＼　　　　　　　　　　i � � �乾く �∴∴∴ 、具 �∴∴∴∴ 籍 子蘭書1÷容 

∴二子∴ � � � � �待 � 
（ ����� � � 

ー＿－ �����ヾ看 � �� �� 

．一∴∴：∴「∴二㌔ 「∴÷霊三三二一才三∴∴ �����・ニ‘／－∴／ 一子二一二 �∴∴∴ヽ 雲量萎蒙案萎婆牽 ��ニーナ－しこ 三千子字 予定－二手： ��会t疫 

遙三菱萎霊手蔓 �����今季季 �挙黍箋箋繋塞 ��琴二 ��売電i 

開門調査の実施に向けた報告書がまとめ
られた長良川河口堰＝三度［県桑名市で
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9／13°中日新聞〃朝刊

県
民
の
声
を
見
守
る

大
村
秀
章
知
事
の
話

専
門
委
員
会
が
精
力
的
に

報
告
春
を
ま
と
め
て
い
た

一
罷
髭
絹
罷

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
募
集
は

こ
れ
か
ら
な
の
で
、
そ
れ

を
見
守
り
た
い
。
河
口
堰

の
建
設
か
ら
十
六
年
間
、

現
状
を
固
定
し
、
何
も
見

直
さ
な
い
こ
と
が
い
い
こ

と
だ
と
は
思
え
な
い
。
運

用
の
在
り
方
で
最
適
の

解
が
あ
る
は
ず
だ
。
肢

卓
、
三
重
両
県
知
事
に

は
、
専
門
委
か
ら
報
告
膏

を
説
明
さ
せ
る
と
知
ら

せ
、
了
承
を
得
た
。
説
明

を
聞
い
て
い
た
だ
け
る
と

思う。

園
「
八
ツ
場
ダ
ム
建
設
有
利
L

l
↓
霧
　
国
交
省
、
コ
ス
ト
な
ど
評
価

国
土
交
通
省
関
東
地
方

整
備
局
は
十
三
日
、
八
ツ

揚
ダ
ム
（
群
馬
県
）
建
設

の
是
非
を
検
証
す
る
「
検

計
の
場
」
を
塵
界
都
内
で

開
き
、
洪
水
詞
節
や
新
規

利
水
面
の
代
替
案
に
比

べ
、
ダ
ム
建
設
が
「
総
合

岐
阜
、
三
重
の
反
発
必
至

専
門
委
の
人
選
に
偏
り
も

長
良
川
河
口
璃
（
三
重
県
桑
名
市
）
の
開
門
調
査
の
可
否
を
検
証

す
る
愛
知
県
の
雷
門
委
員
会
が
二
十
一
日
、
ゴ
ー
サ
イ
ン
を
出
す
報

告
膏
を
ま
と
め
た
。
背
景
に
は
、
わ
ず
か
し
か
使
わ
な
い
水
の
た
め

に
巨
額
の
負
握
が
続
く
愛
知
県
や
名
古
屋
市
の
「
水
余
り
」
の
現
状

が
あ
る
。
だ
が
、
こ
う
し
た
目
線
は
「
都
市
部
の
エ
ゴ
」
と
も
映
り

か
ね
ず
、
開
門
の
実
現
に
必
要
な
岐
阜
、
三
重
両
県
の
同
意
取
り
付

げ
は
困
難
が
予
想
さ
れ
る
。

河
口
堰
建
設
で
は
、
毎

秒
二
二
・
五
ト
ン
の
取
水
が

可
能
に
な
っ
た
。
だ
が
、

企
業
の
節
水
対
策
な
ど
が

進
み
、
十
六
年
た
っ
て
も

実
際
の
取
水
量
は
、
そ
の

わ
ず
か
1
6
％
。
名
古
屋
市

の
水
道
用
水
や
県
の
工
業

用
水
に
は
ま
だ
一
滴
も
使

わ
れ
て
い
な
い
。

建
設
費
千
四
百
九
十
三

億
円
の
う
ち
、
愛
知
県
は

（
島
崎
諭
生
）

三
県
一
市
で
最
も
多
い
三

百
八
十
三
億
円
を
負
担
。

年
間
の
維
持
管
理
費
十
億

円
の
う
ち
三
億
円
も
担

う
。
大
村
秀
章
知
撃
は
九

月
の
定
例
会
見
で
「
金
利

分
を
含
め
る
と
、
愛
知
県

と
名
古
屋
市
で
事
業
費
の

半
分
を
負
担
し
て
い
る
。

よ
り
良
い
運
用
に
向
け
た

最
適
の
解
が
あ
る
は
ず

だ
」
と
訴
え
た
。

獲
塩
害
へ
の
影
響

堰
を
運
営
す
る
水
資
源

機
構
や
国
が
、
開
門
を
拒

む
理
由
は
「
塩
害
」
へ
の
懸

念
だ
っ
た
。
治
水
目
的
で

上
流
の
河
床
突
起
部
を
し

ゆ
ん
せ
つ
し
、
塩
水
が
遡

上
す
る
の
を
防
ぐ
た
め
に

設
け
た
の
が
河
口
堰
。
「
開

門
す
れ
ば
河
口
か
ら
三
十

㌔
上
流
ま
で
塩
水
が
遡
上

し
、
田
畑
や
用
水
に
塩
害

が
出
る
」
と
主
張
し
た
。

だ
が
、
報
告
蕾
は
「
塩

水
が
ど
こ
ま
で
遡
上
す
る

か
ば
不
明
」
と
指
摘
。
開

門
調
査
の
期
間
中
は
、
堰

の
上
流
で
塩
分
濃
度
を
観

測
し
、
基
準
を
超
え
れ
ば

閉
門
な
ど
の
操
作
を
行
う

と
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
方
針
に
殴

卓
、
三
重
両
県
知
事
は
反

対
を
表
明
。
堰
の
上
流
域

で
米
や
大
豆
を
栽
培
す
る

肢
阜
県
海
津
市
の
農
業
受

託
会
社
「
福
江
営
農
」
の

後
藤
昌
宏
社
長
雲
）
も

「
塩
害
が
あ
っ
た
場
合
、

誰
が
補
償
し
て
く
れ
る
の

か
」
と
心
配
す
る
。

開
門
調
査
の
実
現
に

は
、
建
設
費
を
負
担
し
た

岐
阜
、
三
重
両
県
や
、
水

利
権
著
ら
の
同
意
が
不
可

欠
だ
。
今
後
、
新
た
な
協

議
の
場
を
つ
く
る
よ
う
に

大
村
知
事
が
鋤
き
か
け
て

い
く
こ
と
に
な
る
。

今
回
の
専
門
委
は
、
当

初
か
ら
人
選
が
開
門
推
進

派
に
偏
り
、
二
十
一
日
の

会
議
後
に
は
傍
聴
者
か
ら

「
開
門
の
結
論
あ
り
き
で

は
な
い
か
」
　
「
議
論
が
尽

く
さ
れ
て
い
な
い
」
と
批

判
が
相
次
い
だ
。
今
後
の

協
議
の
場
も
、
同
様
に
強

引
な
手
法
で
進
め
れ
ば
、

開
門
へ
の
理
解
は
得
ら
れ

な
い
だ
ろ
う
。

漢
見
通
し
の
甘
さ

公
開
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
招

か
れ
た
赤
須
賀
漁
業
協
同

組
合
（
三
重
県
桑
名
市
）

の
秋
田
清
音
組
合
長
は

「
河
口
堰
が
公
益
で
な
い

と
い
う
の
な
ら
、
し
ゆ
ん

せ
つ
し
た
砂
を
戻
し
て
ほ

し
い
」
と
憤
っ
た
。
一
時

は
裁
判
を
起
こ
し
て
河
口

堰
建
設
に
反
対
し
た
が

「
公
益
の
た
め
」
の
大
義

の
前
に
、
苦
渋
の
決
断
で

着
工
に
同
意
。
そ
の
信
義

を
否
定
さ
れ
る
事
態
に
、

都
市
部
目
線
の
施
策
に
翻

弄
さ
れ
続
け
る
怒
り
を
ぶ

つ
け
た
。

批
判
さ
れ
る
べ
き
な
の

は
建
設
当
時
の
見
通
し

の
甘
さ
だ
が
、
こ
う
し
た

歴
史
を
重
く
受
け
止
め
、

塩
害
の
懸
念
を
払
拭
し
な

い
限
り
、
関
係
者
の
同
意

は
得
ら
れ
な
い
。
報
告
書

作
成
を
実
現
性
の
な
い

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
終
わ

ら
せ
な
い
た
め
に
は
、
環

境
改
善
も
含
め
た
「
流
域

全
体
の
利
益
」
を
説
く
丁

寧
な
議
論
が
必
要
に
な

る。

的
な
評
価
結
果
と
し
て
最

も
有
利
」
と
す
る
検
証
結

果
を
提
示
し
た
。
河
川
改

修
な
ど
に
比
べ
完
成
ま
で

に
か
か
る
事
業
費
が
最
低

で
、
早
期
の
効
果
発
揮
が

期
待
で
き
る
の
が
理
由
と

し
て
い
る
。

客
観
的
に
議
論
し
た

小
島
敏
郎
・
専
門
委
共

同
座
長
の
話
　
で
き
る
だ

け
客
観
的
、
常
識
的
に
議

論
で
き
る
よ
う
心
が
げ

だ
。
真
ん
中
に
寄
っ
て
議

論
で
き
た
と
思
う
。
皆
さ

ん
の
蔑
見
を
一
つ
の
ス
ト

ー
リ
ー
と
し
て
理
解
し
や

す
い
も
の
に
は
な
っ
た
。

ま
だ
い
ろ
ん
な
人
の
意
見

を
聞
く
必
要
が
あ
る
。
説

開
会
の
要
望
が
お
っ
て
日

程
が
合
え
ば
、
何
度
か
開

き
た
い
。

知
事
の
公
約
を
意
識

今
本
博
健
・
専
門
委
共

同
座
長
の
話
　
開
門
あ
り

き
の
議
論
で
は
な
か
っ
た

が
、
少
な
く
と
も
、
大
村

知
事
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を

も
と
に
始
ま
っ
た
委
員
会

だ
と
は
慧
諭
し
た
。
塩
水

ぽ
か
ん
が
い
用
水
の
取
水

口
ま
で
は
、
ま
ず
上
が
ら

な
い
。
塩
害
は
大
丈
夫

だ
。
委
員
会
と
し
て
の
仕

事
は
こ
れ
で
終
わ
り
だ

が
、
説
明
を
求
め
ら
れ
れ

ば
行
く
。
三
重
県
も
水
利

権
の
負
過
が
な
く
な
れ
ば

ハ
ッ
ピ
ー
に
な
る
は
ず
。

国
も
認
め
る
方
向
に
行
っ

て
ほ
し
い
。
あ
と
は
大
村

知
事
の
手
腕
だ
が
、
で
き

る
だ
は
サ
ポ
ー
ト
し
た

7
い
ー

会
合
に
出
席
し
た
流
域
一

六
都
県
の
知
事
ら
自
治
体

首
長
も
憲
見
陳
述
で
ダ
ム

建
設
の
必
要
性
を
あ
ら
た

め
て
強
詞
。
整
備
局
は
今

後
、
一
般
か
ら
の
意
見
募

集
を
経
て
国
交
省
に
報
告

す
る
対
応
方
針
を
決
め
る

が
、
事
業
継
続
と
の
結
論

に
な
り
そ
う
だ
。

そ
の
後
、
国
交
省
有
識

者
会
議
が
検
証
が
適
切
だ

っ
た
が
を
検
討
し
た
上
で

国
交
相
が
判
断
を
出
す

が
、
建
設
中
止
を
明
記
し

た
民
主
党
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

（
政
権
公
約
）
と
の
整
合

性
も
あ
り
、
最
終
結
論
は

依
然
見
通
せ
な
い
。
前
田

武
志
国
交
相
は
十
三
日
の

記
者
会
見
で
「
受
益
者
で

あ
る
六
都
県
の
意
見
は
非

常
に
重
い
が
有
識
者
会
議

の
意
見
も
聞
い
て
方
針
を

定
め
た
い
」
と
述
べ
た
。

国
交
省
有
識
者
会
議
に

よ
る
検
証
の
基
準
は
コ
ス

ト
を
最
重
視
。
整
備
局
の

検
証
結
果
で
は
、
洪
水
被

害
を
防
ぐ
治
水
面
は
ダ
ム

を
中
心
と
す
る
対
策
費
は

八
千
三
百
億
円
で
、
川
底

を
掘
り
下
げ
た
り
土
地
利

用
を
規
制
す
る
な
ど
の
対

策
を
組
み
合
わ
せ
た
四
案

よ
り
安
く
、
用
地
買
収
な

ど
が
必
要
な
代
案
よ
り
十

年
後
に
最
も
事
業
の
効
果

が
見
込
め
る
と
し
だ
。

利
水
対
策
で
も
建
設
の

コ
ス
ト
が
六
百
億
円
と
最

低
で
、
利
水
関
係
書
が
必

要
と
す
る
水
量
も
十
年
後

に
確
保
で
き
る
と
し
だ
。
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◇◇◇イベント参加・裁判傍聴など 皆さまへお願い◇◇◇

―自然エネルギー施設見学会― 「阿寺渓谷を愛する下流市民の会」主催

① １０／１ メガソーラいいだ＆中央構造線・大鹿村博物館見学会

＜問合わせ先：「阿寺渓谷を愛する下流市民の会」事務局（加藤宅 ０５２－８１１－８０６９）＞

“世界一危険”な浜岡原発の「永久停止・廃炉」と、自然エネルギ

ー、再生エネルギーの普及の旗を掲げて取り組みを進める「阿寺の会」

では、10 月 1 日（土）に中電「メガソーラいいだ」と、台風 12 号で

大規模な被害を引き起こした「深層崩壊」の多発地帯・中央構造線の

展示施設「大鹿村博物館」への見学会を企画しました。

＊日 程：8 時半～16 時半（名古屋市役所本庁舎前発着）

＊参加費 5 千円（マイクロバス、昼食、資料代を含む）

―上流と下流市民をむすび、森の手入れを！― 「恵那山みどりの会」主催

② １０／１５ 上流と下流市民をむすぶ「森とのふれあい体験」

＜問合わせ先：「阿寺渓谷を愛する下流市民の会」事務局（鈴木宅 ０５６１－３９－１６５７）＞

今年は「国際森林年」、「みどりの会」は、中央アルプスの南端・

恵那山で８年前から東濃森林管理署との協定のもと、下流に住む人

たちと共に“ゆたかな緑と水をはぐくむ森づくり”を続けています。

＊10 月 15 日（土）10～16 時 湯舟沢国有林（通称「大桧の森」）

間伐体験、餅をついて昼食、ハイキング、おもちゃ作りなど

※大人 1000 円、こども 500 円

＊16 時～翌朝 10 時 宿泊交流会（萬岳荘、希望者のみ）

―まちじゅうが博覧会会場― 「長良川温泉泊覧会実行委員会」主催

③ 2011 年 10 月の一ヶ月間 長良川おんぱく（長良川温泉泊覧会）

＜問合わせ先：「長良川」おんぱく事務局（長良川温泉旅館協同組合 ０５８－２６９－３８５８）＞

岐阜県「明日の宝もの」の認定を受けた川原町を中心とした、長

良川温泉エリアには魅力が満載です。“岐阜の本物に出会える 100

の小さな旅”「長良川おんぱく」（岐阜の自然を満喫する など）は

長良川と岐阜のまちをこよなく愛する、富樫・岐阜大学教授が実行

委員に加わって、皆さまにお勧めのビッグイベントです。

詳しいことは、ＨＰで長良川おんぱくを検索、または「おんぱ

く事務局」までお問い合わせを！

―建設費 2070 億円の設楽ダムは中止し、 東北大震災の復旧復興に回せ！―

④ １２／１３ 「 設楽ダム 」控訴審 ・第５回 口頭弁論

＜問合わせ先 「設楽ダムの建設中止を求める会」事務局（奥宮宅℡･Fax０５３２－５４－７３０５）

「設楽ダム」は現在、検証・凍結扱いですが、現地設楽町では、町

長が懇意の土建屋によるダム関連工事が始まっています。

一方、「設楽の会」はカンパを募り、ダムサイト予定地の地質地盤調査

を委託。“ダム建設は、大規模な岩盤崩壊（深層崩壊）や水漏れ、さら

には設楽町の中心街・田口地区の地下水に異変を引き起こす恐れがあ

る”ことが中間報告されています。

＊12／13（火）午後 1 時 30 分～、名高裁・第 1 号大法廷


